
燃料装荷について（１）
燃料取替機を用いて燃料872体を使用済燃料プールから原子炉内に移動
燃料移動の際は、燃料からの放射線を水によって遮蔽したうえで、臨界状態にならないように対応する
ため、水中かつ原子炉内に制御棒をあらかじめ挿入した状態で行う
燃料移動中、仮に燃料取替機が停止したとしても、燃料を把持しつづける機能を有している

※P2右下燃料配置拡大写真参照
・以降、①～⑥繰り返し

①燃料移動前 ②ダブルブレードガイド移動
・制御棒の転倒を防止

するため

③制御棒の挿入
・ダブルブレードガイドが
あるため、制御棒転倒無し

④燃料2体を移動 ⑤ダブルブレードガイド取出 ⑥燃料2体（計4体）移動
・臨界状態とならないよう
制御棒を事前に挿入済

・燃料があるため、制御棒の
転倒無し

【燃料移動工程を上から見た場合】（原子炉内に４体分燃料を収める区画）

「挿入」

・水中作業のため、燃料からの放射線は
水によって遮蔽

原子炉

使用済
燃料プール

「引抜」 「運搬」
※臨界状態：核分裂の連鎖反応（連続的に核分裂が続いていくこと）が自発的に続いている状態

2025年6月12日
東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所
資料1

1



燃料装荷について（２）

＜ダブルブレードガイドイメージ＞

＜原子炉内に燃料を移動させるイメージ＞

燃料

燃料取替機

上部格子板

燃料取替機

使用済燃料プール

原子炉

＜燃料取替機で燃料を運搬しているイメージ＞

燃料配置拡大写真

制御棒 燃料集合体
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